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母
校
の
創
立 

 
 

百
周
年
を
祝
し
て 

浪
速
学
院
同
窓
会
会
長 

 

押
見 

守
康 

  

本
年
の
五
月
、
我
が
浪
速
学
院
は
創
立
百
周
年

を
迎
え
ま
す
。 

 

同
窓
生
約
四
万
二
千
名
の
皆
様
と
共
に
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
神
社
神
道
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
戦

前
戦
後
と
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
今
日
ま
で

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
歴
代
の
理
事
長
、
学
校
長

を
始
め
教
職
員
の
皆
様
方
、
そ
し
て
大
阪
府
下
の

各
神
社
、
関
係
者
の
皆
様
に
も
心
か
ら
深
く
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
挨
拶 

理
事
長·

学
院
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
村 

智
彦 

浪
速
学
院
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
昭
和3

年
の
同
窓
会
創
立
以

来
、
激
動
の
時
代
の
中
で
、
献
身
的
な
活
動
に
よ

り
母
校
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
温
か
い
母
校
愛
に
対
し
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
少
子
化
が
急
速
に
進
む

中
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
は
不
可
欠
で

す
。
今
後
と
も
お
力
添
え
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

さ
て
本
校
も
１
９
２
３
（
大
正1

2

）
年
の
創
立

以
来
、
日
本
の
文
化
・
精
神
の
根
幹
で
あ
る
神
社

神
道
を
教
育
の
礎
と
し
、
「
浄
明
直
正
」
の
校
訓

を
も
と
に1

0
0

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

先
ず
は
創
立1

0
0

周
年
奉
祝
祭
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て2

0
2

2

年7

月1

日
に1

0
0

周
年
記
念
バ
ッ
ジ

を
生
徒
・
教
職
員
に
配
布
し
ま
し
た
。 

2
0

2
3

年4

月3
0

日
に
は1

0
0

周
年
記
念
碑
を
設
置

し
、
教
職
員
一
致
団
結
し
た
浪
速
独
自
の
式
典
を

行
い
ま
す
。 

５４ 
 

浪
速
学
院
は
木
村
理
事
長
、
学
院
長
が
就
任
さ
れ

た
平
成
十
年
よ
り
、
学
校
改
革
に
取
り
組
ま
れ
教
育

環
境
の
整
備
と
新
校
舎
を
次
々
と
竣
工
さ
れ
、
文
武

両
道
の
進
学
校
と
し
て
大
阪
で
も
名
門
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
私
達
卒
業
生
に
と
り

ま
し
て
も
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
有
り
ま
す
。 

 

本
年
は
同
窓
会
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
を
講
じ
な
が
ら
三
年
振
り
の
同
窓
会
を
創
立
百

周
年
を
お
祝
い
し
て
開
催
致
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
節
に
は
同
窓
会
に
是
非
と
も
ご
出
席

下
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
う
さ
ぎ
年
で
ご
ざ

い
ま
す
。
う
さ
ぎ
は
飛
び
跳
ね
る
こ
と
か
ら
飛
躍
す

る
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
本
年
が
飛
躍
の
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。 

今
後
の
教
育
活
動
に
お
い
て
も
さ
ら
な
るIC

T

教
育
の
促

進
と
し
て
電
子
黒
板
化
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・V

R

グ
ラ

ス
の
対
応
で
き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
第
一
弾
と
し
て3

月
に
は
Ｎ
Ｓ
館
の
完
成
、
つ
づ
い

て
浪
速
中
学
校
新
校
舎
の
建
設
と
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
と
し
て
「
浪
速
の
英

語
教
育
」
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
積
極
的
な
留

学
生
の
受
け
入
れ
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
さ
れ

て
い
た
海
外
研
修
は
昨
年
や
っ
と
浪
速
国
際
コ
ー
ス
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
学
研
修
と
し
て
実
施
し
見
事
に
成
功
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

何
よ
り
、
本
校
の
卒
業
生
が
各
世
界
で
の
活
躍
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

セ
ー
リ
ン
グ
瀬
川
和
正
選
手
・
空
手
コ
ー
チ
と
し
て
今

井
謙
一
先
生
が
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
界
で
は
友
野
一
希
選
手
や
球
界
を
盟
主
と
す
る

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に3

位
指
名
さ
れ
入
団
し
た
田
中

千
晴
選
手
と
今
後
ま
す
ま
す
卒
業
生
が
各
方
面
で
浪
速

高
校
の
名
前
を
響
か
せ
て
広
げ
て
い
ま
す
。 

生
徒
第
一
主
義
を
揚
げ
、
生
徒
た
ち
の
可
能
性
を
引
き

出
さ
せ
る
環
境
作
り
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

浪
速
学
院
の
開
校1

0
0

周
年
を
迎
え
、1

0
1

年
の
浪
速
学

院
の
新
た
な
る
出
発
と
し
て
、
浪
速
学
院
同
窓
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

年会費(3,000円)の振込先について 

下記のいずれかにご入金をお願い致します。 

振込手数料はご負担をお願い致します。 

 

■大阪信用金庫 杉本町支店 

（普通）０２１７０３４ 

 浪速学院同窓会 会計 ミズノセイジ 

■ゆうちょ銀行 店番４１８（四一八店） 

（普通）８１７５２６９ 

 浪速学院同窓会 

平素は浪速学院同窓会にご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

本年度の年会費納入についてご協力をお願い致します。 

公式Webサイト 

https://naniwa.ersi.nu

Facebook 

新型コロナウイルス感染症のため、誠に恐れ入りますが 

令和4(2022)年度 浪速学院同窓会 なにわのわ大交流会(総会・懇親会) 

は中止とさせていただきます。ご了承ください。 

なにわのわ交流会 開催中止です 
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2021年度同総会活動 

 

2022年1月15日～2月19日   第5回「浪速学院二十歳の集いONLINE」開催   （オンライン開催） 

 
若い世代の同窓生をお迎えする機会として新成人の卒業生を対象に「二十歳の集い」をオンラインで開催
し、のべ236名の新成人にご参加いただきました。 

ご参加いただきました新成人、担当教職員の先生方、同窓会関係各位の皆様にはコロナ禍で不便ところ、ご
協力・ご尽力いただきましたこと、心より御礼申し上げます。 

今後も継続して参りますので同窓会の皆様のご協力も宜しくお願い致します。 

 



2023年 2月10日  浪速学院同窓会会報第54号(4)  

 

100周年記念に向けて『日本人としての誇りを持ち続けてほしい』  

 

関東支部長 首藤隆利 

  

母校が100周年を迎えるということで、私が在学していた高校2年生の時に50周年の式典があった
ことを思い出しました。あれから半世紀も経ったのかと思うととても感慨深いです。 

旧制浪速中学校が大正12年に設立された経緯に関しては木村理事長が浪速学院のブログで詳細に
述べられており、かねがね本校のルーツを知りたいと思っていた私にとっては大変参考になりま
した。 

卒業を控えた受験期に親は当時学生運動が活発だった東京や大阪の大学には進学させたくなかっ
たようで、結果的に九州の福岡大学に進学し、大阪へ戻った時期はありましたが、現在は東京に
永住となり、母校の歴史を調べる機会を逸していました。 

そこで改めて思い出したのが、当時の生徒手帳に旧制浪速中学校の設立理由が書かれていたとい
うことです。その頃は校内にある図書館とは別に学校に関する蔵書が置かれている秘密の（？）
部屋があり、そこで見た書籍に書かれてあったことが、生徒手帳に記されていたように思うので
す。 

内容は大雑把に言うと「第一次大戦後に世界の五大国となった日本は大正デモクラシー時代を迎
えて陽気になっていた。そのような時期に大阪府下の神社が明治維新の志が薄れていくことに危
惧して国家神道を再び伝えて行こう」という主旨で大阪国学院が設立させたのが旧制浪速中学校
です。ちなみにその3年前の大正9年には東京の国学院が国学院大学を設立しています。どちらも
ご祭神は伊勢神宮と同じ天照大御神であります。 

「国家神道」と聞くと直ぐに「軍国主義」だという左翼主義者がいますが、これは先の戦争で日
本が敗戦したことで戦勝国アメリカの占領政策の下で仕掛けられた戦争プロパガンダ（WGIP 
War Guilt Information Program）です。 

日本はもともと幕末から国学と儒教が発展することで天皇を戴く国家を設立するイデオロギーが
求められた経緯があり、遡ると日本人は平和な社会で皆と仲良く過ごす国造りを約3千年、支
配・被支配のなかった縄文時代から考えると1万8千年間も続けてきた民族なのです。 

そして明治期になり、民主主義思想も徐々に入って来た過程で政党政治が誕生し、国民の多くも
軍人も政治に興味を持ち始めました。この頃は軍による政治への影響はほとんど無く、いわゆる
「軍国主義」と言われるのは軍の力が強くなってきた概ね昭和6年の満州事変あたりからかと思
われます。ちなみに国を守るのは経済、外交、軍事の三要素ですが、現在日本の周辺国は一部軍
による威嚇が続いているのは残念なことです。 

数年前に「この様な時代背景で旧制浪速中学校が設立された経緯で合っているか」と神道科目を
担当されていた見村先生（現在、兵庫県にある神社の宮司をされていらっしゃいます）に確認し
たところ「間違いありません」とのことでした。 

本校の令和4年度の入学生が千人もいると聞いて驚いていますが、現役生徒の皆さんには歪めら
れた歴史を検証し、母校の本来の教育方針に基づき日本人としての誇りを呼び起こし、未来の社
会人として巣立って行くことに心から祈願しています。  
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浪速学院同窓会会報第54号(7)   2023年 2月10日 

 

中学軟式野球部 

現在、中学軟式野球部は２年生10名）と１年生8名で活動しておりま

す。今年度は私学大会優勝、秋季総体で大阪市ベスト16という結果

を残しました。野球を精一杯やらせてもらっていることに深く感謝

し、これからも日々精進していきます。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

部訓の「感謝の気持ちを忘れずに人のために動く」ということを

モットーに野球を通じて忍耐力、正義感、友情を身に着けていま

す。100年後の後輩へ恥じないプレーや日々の行動をとっていきま

す。野球と共に人間性も鍛えられるクラブなので頑張ってくださ

い。 

（渋谷 怜央） 

中学家庭科部 

現在中学家庭科部は3年生4名、2年生4名、1年生3名で活動しています。 中央

館にある調理室で月曜日と木曜日の週の2回活動しています。 みんなで楽し

くご飯やお菓子を作っています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

みんな仲良く好きなものを作って料理を好きになって、 100年後も気楽に楽

しく料理をしていてほしいです。 

（吉久 凛音）  

中学空手道部 

浪速高校空手道部は３年男子11名・女子5名、２年男子9名女子4名、1年男子10名・女子2名の41名で活動して

います。「浪速武道館・錬武館」という日本一の道場で、高校生の先輩方の背中を追いかけながら「礼節・勤

勉・尊重」を大切にして、活動しています。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

全中101連覇できましたか？練習はしんどいと思いますが、日本一になるた

めに必要なことなので、ここを乗り越えてがんばってください。1番になる

ためには、日々の練習でベストを尽くすことです。それを徹底し、継続して

ください。今よりももっと強くて王者の学校であり続けてください！  

（石井羚矢、髙橋希々可） 
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中学体操競技部 

体操競技部は「アインス体操クラブ」と提携し、その施設を借りて日々活動を

しています。目標はチームでの全国中学校体操競技選手権大会男女アベック優

勝です。目標達成と美しい体操を目指し練習に励んでいます。   

 

100年後の後輩へメッセージ 

勉強も部活もしんどいことをやり切って初めて見える景色があると思います。 

100年後はどんな学校になっているかわかりませんが、さらに良い中学

校になっていると思います。どうか充実した学校生活を送ってくださ

い。  

（鈴木温望、南條 紗玖） 

中学ゴルフ部 

ゴルフ部は、高校生が１２名、中学生が１５名で、令和４年１月に高天原スポーツ

キャンパス内に完成した「産土孔球倶楽部」で活動しています。他の学校より優れた

環境で練習に取り組み、本年度は初めて全国大会の中学校男子団体の部に出場しまし

た。現在は上位入賞を目標に日々練習に励んでいます。   

 

100年後の後輩へメッセージ 

僕たちは今年から産土孔球倶楽部を使い始めました。この素晴らしい練習環境の中、

今年は初めて全国大会の中学校男子団体の部に出場できました。皆さんの頃には、男

女ともに全国大会上位入賞の常連校になっていてください。 

（籍 培文）  

中学サッカー部 

中学サッカー部は２年生８名、１年生８名の合計１６名で活動していま

す。大阪市での大会の上位入賞や、私学大会で好成績を残せるように、

チーム一丸となって毎日の練習に励んでいます。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

１００年後まだ浪速中学校はありますか。サッカー部はまだありますか。

今、僕たちは勉強も頑張りながらサッカーをしています。１００年後の

サッカー部のみんなも勉強など色々なことを頑張ってください。 

（髙宮 煌央） 



浪速学院同窓会会報第54号(9)   2023年 2月10日 

 

生物部 

現在、生物部は1年生5人で活動しています。2年生がいないので、1年生だけで

この部活を盛り上げていくために頑張っています。可愛いウーパールーパーや

金魚がいて、今後は、郊外へ生物採集をしに行きます。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

生物部では今、ウーパールーパー、金魚、カエルを飼育しています。100年後の

今はどのような生き物を飼育しているのでしょうか。生物部では生き物と触れ合

える楽しさを学べると思うので、大切に育ててあげてください。 

（西村 琥太朗）  

高校放送部 

電波研究部が放送部と改称し、無線を愛するクラブから、校内放

送、アナウンスや朗読、ドラマ作成主体のクラブに変わって15年

以上経ちました。現在は、NHK全国コンテスト・古典の日朗読コ

ンテスト・全総文・近総文にも度々出場できるだけの実力が備わ

るクラブになりました。最近ではTV中継やドラマ部門にも活躍の

場を広げています。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

百年後のみなさん、今、楽しいですか。私たちは現在、昼休みや

放課後を中心に、喋って笑って叱られる楽しい日々を送っていま

す。全国大会にも出場させていただきました。百年後のみなさ

ん。今が楽しくないのなら何か新しいことにチャレンジしてくだ

さい。放送部はそれができるクラブです。今を楽しんでくださ

い！ 

（山原 優喜）  

中学テニス部 

浪速中学校テニス部は男子19名・女子16名の35名で活動していま

す。校内にある３面の人工芝のコートと、校外の【浪速八咫烏庭球

倶楽部】を使用しています。充実した環境の中、日々自分に厳し

く、チーム一丸となって練習に励んでいます。今後も全国大会に向

けて優勝目指して頑張ります。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

今までの先輩方が残してくれた素晴らしい戦績を更新していけるように、

私たちも日々精進していきます。そして100年後も浪速中学校テニス部が

活気のあるクラブとなるように祈っております！ 

(井ノ口 稜人、廣瀨 れな) 
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アイススケート部 

現在、アイススケートは３年生２名、２年生３名、１年生2名

の７名で活動しております。近畿大会、西日本大会、イン

ターハイや国体出場という目標を達成し、さらなる高みを目

指して日々練習に励んでいます。  

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校はこれまで、毎年インターハイに出場しており、個

人入賞のみならず学校賞も受賞してきました。サポートして

くださるコーチ・学校への感謝を忘れず、今後も練習と勉学

の両立、そして目標に向かって走り続けてください。 

（岩出 皐希）   

ESS部 

現在１０名で活動をしています、 

月曜日、木曜日の放課後、ＡＬＴの先生たちを交えてゲームをしたり英会話をしたり

しています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

地道に活動を続けてきていますか。将来、海外で活躍する人になれるように頑張って

ください。 

（蓮井かのん）   

書道部 

現在、書道部は２年生３名と１年生７名で活動しています。展覧

会出品では、近畿・全国大会出場を目標に日々練習に励んでいま

す。また、新入生歓迎、浪速祭、国際平和デーの日には、書と振

り付けと音楽を融合させた書道パフォーマンスも行っています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

今の書道部はまだ歴史が浅いので、まだまだ大会や作品展など新

しいことにもチャレンジしている段階です。今と変わらない明る

く個性あふれる、今よりも名の知れた書

道部になってください。 

（森本 香穂）   
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柔道部 

現在、柔道部は高校２年生4名、高校1年生3名、中学３

年生1名、中学2年生2名、中学1年生3名、計13名で活動

しております。武道館一階で大阪府団体戦優勝を目指

して日々稽古に励んでいます。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

礼儀や思いやりを忘れず、日々練習ができることに感

謝をして活動しています。君たちもこの気持ちを忘れ

ずに日々稽古に励んでいてください。目指せ！全国大

会！ 

（阿部 佑二）  

高校家庭科部 

現在、家庭科部は１年生１４人と２年生２人と３年生

４人で活動しております。きれいで設備の整った調理

室で活動しております。部員全員で日々楽しく調理し

ています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

１００年という１世紀を超えても楽しく仲良く調理し

て、将来に役立てれるように頑張ってください。 今は

コロナ禍で無理でしたが、今後コンテストなどにも挑

戦し、より良い部活ヘと成長してください。  

（河原 琴海） 

インターアクト部 

現在、インターアクト部員は23名です。帝塚山ロータリークラブ、ロー

ターアクトクラブの皆様にご支援頂き、奉仕活動と国際交流を行っていま

す。近年はフィリピンへの台風被害支援としてクラウドファンディングの設

立、現地への寄付活動、赤十字献血キャンペーンの手伝いも行いました。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

最近は中国やウズベキスタンの学生と手紙やビデオを通して交流も行ってい

ます。これからも、国籍や年代を超えた交流を通して「できることから始め

る」を念頭に、自己成長できるクラブであってほしいです。 

（後藤 知央） 
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高校体操競技部 

体操競技部は「アインス体操クラブ」と提携し、その施設を借りて

日々活動をしています。目標は全国大会・オリンピック出場です。現

在部員は１名ですが、中高連携して活動することでより高みを目指し

ていきます。 

  

100年後の後輩へメッセージ 

100年後の体操部には何人の部員がいますか？今は高校では1人です。

同期がいなくて中学生と頑張っていますが高校生の部活は増えました

か？100年後にはきっと伝統ある部活になっているでしょう。これから

も頑張ってください！ 

（岡田 百恵）  

パソコン部 

中高併せて45名で活動しています。生徒は、検定試験、プログラム、ロボットコン

テストと好きな内容を選択して活動しています。検定試験では初段の合格、ロボッ

トコンテストでは全国大会出場と日々力を付けています。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

パソコン部は3つの班に分かれています。レゴ班はロボコン(WRO)で１度、全国大

会に出場しています。検定班は各々が資格獲得を目指しています。プログラム班は

ゲームの完成を目指しています。100年後もパソコン部が活躍していることを願っ

ています。 

（大里 卓也） 

水泳部 

武道館建設にともない、長年使用していたプールがなくなったことで、2019年までは関西大学

堺キャンパスの屋外短水プールを借りて、オンシーズン週３回程度の練習をしていました。

2020年以降は、新型コロナウイルスの感染拡大などの影響で、プール練習の場所を十分確保で

きていないのが現状です。そんな中でも、現在高校２年生10名と１年生６名は、主体的に知恵

を出しながら練習に励んでいます。最近は、特に女子部員が健闘しており、大阪新人大会で２

名が決勝進出を果たしています。今後とも温かい応援のほどよろしくお願いいたします。 

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校水泳部は、練習期間や場所が限られていますが、部員それぞれが自主的にプール練習

や陸上トレーニングをして、一生懸命努力をし、大会などで成績を残しています。100年後は、

プールやトレーニング施設などが充実しており、いい成績を残せると信じています。 

（大西 遥斗） 
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高校女子バスケットボール部 

高校女子バスケットボール部は2年生6名、1年生5名の計11名で活動して

います。大阪ベスト32を目標に日々練習に励んでいます。勇猛果敢を

キーワードに部員、顧問が心を一つにし日々の練習に取り組んでいま

す。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

未来の女子バスケットボール部の皆さんへ。大変なことも色々あると思

いますが、この女子バスケットボール部で出会ったかけがえのない仲間

と助け合いながら壁を乗り越え、一生記憶に残る素敵な思い出と記録を残してく

ださい。応援しています！ 

（宮本 涼花）  

男子バスケットボール部 

現在、男子バスケットボール部は３年生１２名と２年生１１名、1

年生8名で活動しております。「大阪ベスト８」という目標に向け

て、日々切磋琢磨し合いながら練習に励んでいます。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

私たち浪速高等学校の男子バスケットボール部は、バスケットの成

長とともに「人間」としての成長を目標としています。地域や公共

の場などで周りから尊敬されるような人間を目指して頑張って下さ

い。 

（安部 颯太）  

美術部 

美術部は昔と比較して現在は少人数で和気あいあいとした

雰囲気で活動しています。本当にイラストや絵が好きな生

徒が、個人のペースで自分の作品を完成させようと努力し

ています。 

100年後の後輩へメッセージ 

美術部は部員数が少なく、アットホームな雰囲気が良いで

す。今後も絵を好きな生徒でいて欲しいと思います。 

（長谷川颯香）  
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ボクシング部 

現在、高校ボクシング部は２年生6名（マネージャー２名）と１年生11名

（マネージャー２名）で中学校ボクシング部は１年生2名で活動しておりま

す。建速清拳館には公式戦用リング、サンドバッグを完備し、府内でも数少

ない素晴らしいボクシング道場で「全国制覇」という目標を達成するために

男女ともに日々練習に取り組んでいます。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校ボクシング部には創部７０年を超える歴史と

伝統があります。これまで赤井英和さんを始め、多く

のチャンピオンが輩出されてきました。男子校時代か

ら築かれてきた歴史と伝統を重んじ、今後も全国制覇

を達成し、皆さんが心から誇れる浪速ボクシング部を

作り上げていってください。（細川 世成）  

化学部 

現在、高校3年生1名と中学１年生1名の2名が所属しています。活動

日は毎週月曜日と木曜日の放課後で、活動場所は中央館4階の化学室

です。活動については、部員たちの自主性や自由な発想を尊重しな

がら実験や研究などを行っています。実験や研究の結果は、浪速祭

や文化部発表会などで発表しています。   

 

100年後の後輩へメッセージ 

化学部は自分自身が興味を持ったことに関して調べて実験するクラブです。今、私は試行

錯誤しながらルビーを作っています。失敗を恐れず楽しんで実験に挑戦してください。応

援しています。 

（大鋸 翔）  

合唱部 

合唱部は３年生３名、２年生１名、１年生３名で活動しています。短時間の練

習を集中して行うことで、文武両立を実現し、充実した楽しい高校生活を送っ

ています。合唱部は、規模としては少人数ではありますが、その中で、より洗

練された美しい歌声を目指し活動しています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

私たちは、勉強とクラブ活動の両立を目指して頑張っています。後輩の皆さん

も、夢を持ち、目標に向かって未来を切り開いて行きましょう。「継続は力な

り」です。応援しています。ガンバレ！！ 

（黒川 舜仁）  
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津軽三味線部 

令和4年度の津軽三味線部は、高校生3名，中学生6名で活動しています。月

木土の週3回、浪速祭での演奏や、大阪府芸術文化祭での発表に向けて日々

楽しく稽古に励んでいます。皆仲良く、互いに技術を高め合う関係で部活動

に取り組んでいます。   

100年後の後輩へメッセージ 

令和初期には部員数が10名弱でしたが、とても楽しく活動していました。現

在でも校舎に伝統の音色は響いていますか？どのような形でも、「文化を楽し

む」ことを津軽三味線から少しでも感じている生徒が一人でも多くいることを

願っています。 

（上甲日向）   

鉄道研究部 

現在、鉄道研究部は中学1年生3名、中学2年生2名、高校1年生1名、高校2年

生13名、高校3年生1名の計20名で活動しております。2020年に実施された

第12回全国高等学校鉄道模型コンテストHO車輛部門において第2位に相当

する加藤祐治賞を受賞しました。2022年度は大阪府岬町で開催された第11

回全国高校生地方鉄道交流会に参加し、企画部門で最優秀賞に相当する南

海電気鉄道株式会社社長賞受賞しました。副賞としてヘッドマークデザイ

ン権を獲得し、本校鉄道研究部部員がデザインしたヘッドマークの車輛が

10月中旬から11月末まで南海電鉄多奈川線を走行しました。部員達には一

生の思い出に残る出来事となりました。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

鉄道研究部は、日々鉄道のことなどを話し合ったりして活動しています。100

年後の後輩たちには、未来の鉄道との共存を図る活動をしていってほしいで

す。 

（田原 光勧明）  

サッカー部 

現在、サッカー部は3年生35名、２年生２8名、１年生31名で活動しておりま

す。美原区にある「浪速乾坤一擲ドリームフィールド」という素晴らしいグラ

ウンドを最大限活用し、「全国大会出場」という目標を達成するために日々、

練習に励んでいます。  

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校サッカー部はまだ全国大会に出場したことがありません。先輩方が積

み上げた歴史を基盤にして、チームメイトと共に切磋琢磨し合い、私たちの夢

である「全国に名を馳せるサッカー部」になってほしいです。君たちの頃には全国

大会出場の常連校になっていることを願っています。 

（中谷 涼馬）  
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吹奏楽部 

現在、吹奏楽部は中学生８名、高校１年生３７名、高校２年生３３名、高

校３年生２６名の計１０４名で活動しています。「なにごとにも全力で、

みなぎるパワー、すべてのことに感謝を込めて、いかなる時も限界突破」

をモットーに、「全国制覇」の目標を掲げて日々元気に練習に打ち込んで

います。    

100年後の後輩へメッセージ 

未来の後輩たちへ。今これを書いている現在、吹奏楽部は部員数が１００

人を超えるとても大きな部活です。時にぶつかったり、泣いたり、笑った

り、楽しかったりなど、色々場面に直面すると思いますが、仲間を信じて

部活に励んでいってください。（鈴木 綾佳）  

硬式野球部 

現在、硬式野球部は２年生２５名（マネージャー２名）と１年生３３名（マ

ネージャー２名）で活動しております。「浪速ふくろうベースボールスタジ

アム」という素晴らしいグラウンドを使用し、「甲子園出場」という目標を

達成するために日々練習に励んでいます。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校はこの１００年で甲子園に２回出場しています。まだまだ出場回数

は伸ばしていきますが、男子校時代から築かれた「人間力」を育てる伝統を

大切にし、君たちの頃

には甲子園出場の常連

校になっていてくださ

い。 

（福田 真生）  

陸上競技部 

現在、陸上競技部は2年生15名(マネージャー2名)と1年生12名(マネージャー1名)で活動し

ています。全天候型トラック「乾坤一擲ドリームフィールド」が完成し、非常に充実した

練習環境で、それぞれの目標に向かって切磋琢磨しています。   

 

100年後の後輩へメッセージ 

私たちは今、一人一人が練習で刺激しあうことでお互いに目標を実現させるために支えあ

えるようなチームです。100年後の後輩の皆さんも練習で仲間と切磋琢磨して頑張ってく

ださい。 

(橋田 翔矢 島田 果奈)  
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雅楽部 

現在、雅楽部は高校生で3年生4名、2年生1名、1年生3名、中学生が3

年生1名、2年生3名の計12名で活動を行っています。 

15年ほど前まで龍笛のみでの演奏でしたが、現在は三管、三鼓、二

弦が揃い管絃が行える形となりました。 

学院神社で行われる春秋2回の例祭や各学校行事での神前奉仕、依頼

があれば神社への神前奉納も行っています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

100年後の部員の皆さんこんにちは！令和5年度雅楽部部長の北山で

す。雅楽部はにぎわってますか？この頃は新型コロナウイルスの蔓

延により、外部での講習や奉仕活動などがあまりできませんでした

が皆さん楽しく部活動できていますか？こちらからは100年後のこと

は何一つわかりませんが、日々進化し、便利になっていく社会の中でも伝統文化を忘れずみんなで楽しく部活

動をしてくれていることを願っています！ 

（北山 敬之）  

軟式野球部 

軟式野球部は現在、1・2年生合わせて45名で、校内の人工芝グラウンドとふくろうスタジアムを中心として活

動をしています。近年では春の近畿大会出場や、平成27年夏の全国大会にも出場することができました。自主

性を大切にし、感謝の気持ちを忘れず、チーム一丸となって2回目の全国大会出

場を目指しています。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

「野球は硬式だけじゃない。」この言葉は100年後にはより広がっているでしょ

うか。 

浪速高校 軟式野球部のスローガン「ファイト・フェアプ

レー・フレンドシップ」を基に、100周年の時以上に、全国に名

を馳せるチームになってください。（客野朋哉）  

硬式テニス部 

浪速高等学校 硬式テニス部は、高校からテニスを始める選手から全国で活躍

することを目指す選手まで様々な生徒がいるクラブです。「浪速八咫烏庭球倶

楽部」という素晴らしい練習場所のおかげで今年は男女ともにインターハイに

2年連続2回目の出場を果たせたので、来年も出場して１勝でも多くできるよ

う、日々練習に励んでいます。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校硬式テニス部は活気があるクラブです。私たちテニス部員は自分たち

で話し合い、練習メニューを考えることにより、主体的に考えて行動する力を

身に付けることができました。みなさんもテニス部での経験を生かして「主体

性」を身に付けてください。（松本 裕翔） 
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高校ゴルフ部 

ゴルフ部は、高校生が１２名、中学生が１５名で、令和４年１月に高天原スポーツキャ

ンパス内に完成した「産土孔球倶楽部」で活動しています。他の学校より優れた環境で

練習に取り組み、本年度は全国高等学校選抜 チャレンジマッチプレー選手権大会の女子

の部で4位入賞することが出来ました。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

僕たちは今年から産土孔球倶楽部を使い始めました。今年、女子個人では全国高等学校選

抜 チャレンジマッチプレー選手権大会で４位入賞できました。皆さんの頃には全国大会

出場の常連校になっていてください。（天野 昴） 

高校空手道部 

浪速高校空手道部は３年男子13名・女子5名、２年男子14名女子5名、1年男子16名・

女子7名の60名で活動しています。「浪速武道館・錬武館」という日本一の道場で、

「礼節・勤勉・尊重」を大切にし、空手道を通じて「最強の人から最高の人へ」の

具現化を目指しています。   

100年後の後輩へメッセージ 

100年前の今。空手道部は春夏連覇を達成しています。ど

うか誰からも応援される唯一無二の空手道部を100年たっ

た後でも築き上げてほしいと願っています。最強の人から

最高の人へ！  

（広沢暖我、金森奈央） 

 ソフトテニス部 

現在、ソフトテニス部は男子１６名、女子５名で活動しております。

今年は男子が春季（中央）大会で団体ベスト４個人ベスト１６に入賞

し、夏の近畿大会に団体と個人１ペアが出場することができました。

男女ともに近畿大会・インターハイ出場を目標に日々練習に励んでい

ます。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

● 僕たちは近畿・インターハイを目指して、練習に励んでいます。１００年後には

近畿・インターハイの常連校になっていますか？応援しています。 

 （森岡秀人） 

● ２０２２年の今は女子ソフトテニス部員は２年生４名、１年生１名の計５名で

す。皆、それぞれ目標に向かい、日々練習しています。１００年後の女子ソフト

テニス部の継続と部員が増えていることを祈っています。 

 （市川ほのか） 
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弓道部 

木村理事長のもと2011年に完成した弓道場玄武館を存分に活用し、心身とも

に成長する道場として緊張感ある雰囲気で活動しています。高校中学で70名

を超える部員が所属し、ＯＢ会・父母の会とも連携して、全国大会優勝に向

けて練習に励んでいます。  

100年後の後輩へメッセージ 

弓道部はたくさんの人の支えによって受け継がれてきて、100年後も

その支えのなか活動していることでしょう。そのことに感謝をし、技

術面だけでなく礼儀や態度で尊敬されるチームでいてください。そし

て、全国優勝を目標に新たな歴史を築いていってください。 

（上野彩羽）  

写真部 

現在、写真部には１８名が在籍しており、ほぼ全ての部員が初心者か

ら始めています。スマートホンのカメラにはない重さやシャッターの

落ちる音、また瞬間を切り取る難しさを味わいながら、コンテスト入

賞を目指して楽しんでいます。   

クラブ生徒に貸し出せるカメラが不足しています。お心当たりがあれ

ばご一報下さい。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

１００年後にはカメラや写真プリントという文化は既に無いのかもし

れません。それでも、何気ない日常を記憶する写真の素晴らしさが廃

れることはないはずです。１００年前の日常を皆さんに伝えるために

も、私達はシャッターを切り続けます。（辻川雄斗） 

茶道部 

茶道部は、高校生２９名、中学生８名で活動しています。活動場

所は、武道館２階「洗心亭」です。月に２回、外部から表千家の

先生方に来ていただき、理事長先生からいただいたお稽古道具一

式を使って、「おもてなしの心」を身に付けるため、お稽古に励

んでおります。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

100年という時間がどれほどのものか今の私にはあまり分かりま

せんが、変わりゆく時代の中でそれでも確かに受け継いできたも

のを残すことができていることを願います。 

茶道が皆さんの良き経験となりますように。  

（田中美明）  
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アメリカンフットボール部 

現在、アメリカンフットボール部は２年生13名（マネージャー3名）

と１年生12名（マネージャー1 名）で活動しています。「乾坤一擲ド

リームフィールド」という素晴らしいスタジアムで実戦的な練習をし

て、「全国大会出場」に向けて活動をしています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

今があるのはこれまでの１００年のおかげです。今、自分たちの活動

は来年につながって、来年はその次につながります。浪速高校の『今

を一生懸命に生きる』という精神を大切にして、伝統をつないでくだ

さい。（坂東優輝）  

男子バレーボール部 

現在、男子バレーボール部は２年生5人，１年生19人（マネージャー5人

含）で活動しています。大阪府ベスト16を目指し、練習が出来る環境への

感謝の気持ちを、練習への取り組み方や礼儀礼節という行動で示すことを

大切にして、日々練習に励んでいます。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

僕たちはまだ大きな成績は残せていませんが、日々練習に励み君たちの大

きな希望になるような成績を残せるように頑張るので、バレーボール部であるこ

とを誇りに思って日々頑張ってください。君たちの頃に春高バレーの常連校に

なっていることを楽しみにしています。 

（冨田 郁稀）   

女子バレーボール部 

現在、女子バレーボール部は２年生４人，１年生１３人（マネージャー２

人含）で活動しています。2部リーグ昇格を目指し、練習が出来る環境へ

の感謝の気持ちを、練習への取り組み方や礼儀礼節という行動で示すこと

を大切にして、日々練習に励んでいます。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

私たちは今まで大きな結果を残せていませんが、日々のどんな練習も一生

懸命頑張っています。実力に自信がなくてもバレーボールに真剣に向き合

えば必ず上達します。自分と仲間を信じ、全員で共通の目標を立て毎日少

しずつ成長していって下さい。100年後のあなたたちの代では、たくさん

の人から憧れられるような人になって下さい。 

（皿谷 心蘭）   
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ラグビー部 

現在、ラグビー部は３年生１５名（マネージャー２名）と２年生２３名（マネー

ジャー２名）1年生１８名（マネージャー1名）で活動しております。「浪速乾坤

一擲ドリームフィールド」という素晴らしいグラウンドを中心に日々練習に励ん

でいます。チーム目標である「南大阪から花園」を達成し、全国大会出場を目指

して、生徒一丸となって取り組んでまいります。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

浪速高校は施設がよく文武両立をしていく中でとてもいい環境が整っています。

行事なども多く、それらで得る経験は数多くあると思います。友達や先生方と沢

山楽しいことができます。そのおかげで私の高校生活は充実しています。皆さん

も人生で少ししかない高校生活を楽しんでください。（岡田 壮） 

剣道部 

現在、剣道部は高校3年生5名、高校2年生5名、高校１年生7名そして中

学生1名の18名で活動しています。浪速武道館３F「尚武館」で剣道の

理念を忘れることなく、日々近畿大会全国大会出場を目指し稽古に励

んでいます。   

 

100年後の後輩へメッセージ 

剣道部の皆さんこんにちは。私たちは100年前の浪速高等学校中学校剣

道部部員です。日々稽古に励んでいますか。稽古はしんどいかもしれ

ませんが、自分に負けず頑張ってください。そして浪速剣道部の伝統

を受け継いでいってください。応援しています。 

（豊田開至）  

囲碁将棋部 

部員は高校三年生１人、二年生２人、一年生１人、中学一年生１人と細々と何とか部を存

続させています。大会に出場できるような実力者は居ませんが、みんな仲良く楽しく過ご

しています。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

今私達は数少ない人数でやっています。 

100年後の将棋部は存続していますか？ 

勉強と両立出来ていますか？ 

しっかり楽しめていますか？ 

私から言いたいことはこれだけです。 

（戸田孝明）  
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新聞部 

新聞部はChromebookを活用し、今後の社会に求められる力を身につけられるよう

な活動を展開しています。PCを利用して新聞作成、発表（プレゼンテーショ

ン）、資料作成、動画作成をおこない、フィールドワークも実施しています。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

現在の新聞部は新聞作成、プレゼンテーション、フィールドワークをおこなって

おり、部員も増えました。100年後の皆さんはどのような活動をしていますか？

現在の活動を受け継ぎつつ、時代に合わせた活動をしていることを願っていま

す。  

（後藤知央） 

卓球部 

現在、卓球部は２年生11名と１年生20名で活動しております。環境の整った体育館

を最大限活用し、大阪府大会での上位入賞・近畿大会・全国大会出場の目標を達成

するため、日々練習に励んでおります。    

 

100年後の後輩へメッセージ 

部活だけを熱心に取り組めば良いというのではなく、校則を守る、勉強をする、な

ど当たり前のことを徹底する「凡事徹底」が大切です。これを意識すれば自ずと結

果がついてくるので、頑張って練習をして、結果にこだわってください。  

（田中 空、河村 美優） 

神楽部 

現在、神楽部は高校生8人、中学生5人で活動しています。学校の入学式

や卒業式、例祭などの行事や外部のお祭りなどで、お神楽を奉納させて

いただいております。より良い舞ができるように、部員全員で日々練習

に励んでいます。   

 

100年後の後輩へメッセージ 

神楽部は、他の学校にはない特殊な部活です。神楽のお稽古は日々勉強

で、自分を成長させてくれるものです。 部員全員で助け合いながら、

日本の古き良き伝統芸能を100年後の皆さんにも受け継いでいってほし

いと思います。 

（宇山さくら） 



浪速学院同窓会会報第54号(23)   2023年 2月10日 

 

ダンス部 

現在、ダンス部は2年生7人と1年生9人の計16人で活動しています。講師の先生

が2人、月に3回ずつ来てくださっていて、本格的な練習を受けています。全国

大会で結果を残すためにように日々練習を頑張っています。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

私たちは今「全国大会で結果を残す」ことを目標としています。クラブに在籍

できるのは2年間半ですが、たくさんのことを経験すると思います。どんなこ

とがあっても最後まで諦めず頑張ってください。 

（八野 芽以）  

軽音楽部 

2022年現在、部員は1年～3年で100名を超えての活動をしています。大編成バン

ド（選抜メンバー）では全国大会本選に複数回出場し、近畿選抜大会、芸文祭本

選、スニーカーエイジグランプリ大会などにも出場しました。  

 

100年後の後輩へメッセージ 

100年後の軽音楽部の皆さんへ。お元気ですか？100年前はコロナウィルスが流行

していて、なかなか自由に音楽が出来ずにいてもどかしい思いもありますが、そ

れでも今できる音楽を精いっぱい表現しています！100年後も音楽を楽しんでい

ることを願っています。 

（佐農稚奈）  

華道部 

華道部は現在中高合同のクラブです。小原流の講師の先生に来ていただ

き、お稽古をして頂いています。作った作品は天空レストランや職員室

に飾らせていただいています。令和４年の小原流 学生いけばな競技会で

は団体３位を頂き、日ごろの成果が出すことができました。今後も更に

技術を磨けるよう取り組みます。 

 

100年後の後輩へメッセージ 

華道部は今年華道小原流生け花競技大会において、近畿地区団体戦第3

位という素晴らしい結果を残しました。お花を生けることの楽しさを沢

山の人に知ってもらい、100年後にも浪速の生徒が生け花をしていると

信じています。 

（山口 美羽） 
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浪速ふくろうベースボールスタジアムからのプロ第一号 

池澤和宏 

田中千晴（たなか ちはる）2000（平成12年）年9月21日生まれ 

出身地：大阪府堺市 

堺市立赤坂台中学校～浪速高校～國學院大學 

身長：１９０㎝ 体重：８５kg 

球種：ストレート、カーブ、スライダー、フォーク 

 

中学時代より長身で伸びのあるストレートが評判で、中学2年生より注目していました。捕手の石川君とバッ

テリーで浪速高校へ進学しました。 

性格もよく、勉学の成績も優秀で、投手としての将来性もありました。 

高1年生の秋よりベンチ入りしましたが、体力的にまだまだで完投タイプではありませんでした。3年生の夏は

南大阪大会の２回戦で三国丘高校に敗退しました。 

授業態度や成績もよく、大学進学を考えており、特に、國學院大學の硬式野球部に興味を持っていました。浪

速高校の指定校推薦で入学しベンチ入りした先輩から鳥山監督の指導力に魅力を感じ、練習参加をさせて頂

き、國學院大學の硬式野球部に入部することを熱望しました。 

國學院大學の神道文化学部へ指定校推薦で進学しましたが、順風満帆な学生生活ではありませんでした。下級

生の頃は故障が多かったので、トレーニングを重点的にして身体を作り、大学２年生秋にベンチ入りしまし

た。しかしながら、３年のシーズンは右肘を痛め離脱しました。 

しかし、４年春には150㎞のストレートを武器に躍進しました。スカウトからの評価も上がり高校時代から追

いかけていたスカウトも彼の成長ぶりを評価していました。 

2022年10月20日 ドラフト会議によりジャイアンツ3位として指名されました。彼の夢であったプロ野球への

道に踏み出すことになったのも、彼の謙虚な姿勢によるところが大だと思っています。 

憧れの大引先輩と高校時代のツーショット  
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惜別のことば 

弓道部OB一同 

山本洋治先生、大変お世話になりました。どうか平らかに 安らかにお眠りください。 

山本洋治先生 さようなら 

平成30年11月11日「傘寿を祝う集い」で 

「これからもお元気で、お過ごしください。」と、今や人生80歳から90歳時代を迎え、これからが人生の本番
と、充実した日々をお過ごしになられますことをお約束して、お別れしたのがつい先日のように 

思われます。 

その「傘寿を祝う集い」で配付された山本洋治先生の「浪速高校弓道部を回顧して」と題する書翰が残されて
いました。その書翰の表紙には 昭和46年度全国高等学校総合体育大会 第16回全国高等学校弓道大会に初出
場した当時の写真が掲載されていました。 

その書翰から 先生は、北海道の公立高校から昭和39年の4月1日に赴任され、始めは大変勝手の違う思いをさ
れながら、わき目も振らずにひたすら「教育」にのめり込まれたそうです。 

さらに、それ以上に心躍る、深い喜びをもたれたのは、大正12年頃 旧制浪速中学校に創部されていた弓道部
(太平洋戦争により武道禁止令が発せられていたようです。)の再設と諸兄の弓道に対しての真摯な姿勢であっ
たと記されています。 

昭和39年当時は、運動部と文化部を併せて約50クラブが活動し、先生も山岳部の顧問をされ、学生と六甲山に
登ったり、休日には万葉集、枕草子や源氏物語の世界に触れてみたいと近隣の府県を歩き回られたそうです。
そのような時代でしたので弓道部を創るなど思いもよらず、髙津の弓道場に出かけたり、伊勢神宮での教職員
講習会に出向いては、弓を引かれていたと先生はおっしゃられています。 

その様な最中の秋、洋弓を持ったひとりの学生に偶然出会ったそうです。その学生との出会いをきっかけに10
名程の学生が集まり、「弓道をやろうではないか。」との気運が高まり、現在の弓道部の草分けとなる創部計
画が始まったようです。当時の校長先生、理事長先生の「弓道の精神は、学校の教育方針にも沿っている。」
との後押しにより、弓道部の創部が実現しましたが、道場はなく、保護者の方のご協 

力を頂いて、学生と一緒に校庭で、藁を束ねて「巻き藁」を作り、使用されていない柔道場を使わせていただ
き、学生と無我夢中でひたすら素引きをされたようです。 

そのような姿勢が認められ学校の正面玄関横に2〜3人立ちの仮設道場を作っていただき活動をされました。そ
れから3年の歳月を経た昭和42年の夏理事長先生から弓道場の設計図を手渡されたようです。まったく予期せ
ぬことで寝耳に水のお話を頂いたと語られています。 

その1年後の昭和43年5月に念願の弓道場が食堂の3階に完成し、「清明館」と命名され、道場正面に掲げられ
ていた扁額は、伊勢神宮大宮司 徳川宗敬先生の書であったと記され、その竣工式では、天地の祓いは、小笠
原流の先生が、そして、矢渡しを山本洋治先生が奉射されました。 

書翰の末尾には、弓道部とは、何だったろう。 

弓を引くことによって、苦しめば良し、弓を引いて楽しめば、それでまた良し、その中で何か自分のものをつ
かむだろうと思うようになりました。ただ、弓を引いていることが、或いは、弓を引いていたことが今にも、
将来にも充実した人生の礎になる 

ならば、生きることの指針になるならば、浪速高校弓道部の存在価値は、重いものになると信じております。
と結ばれています。 

こよなく弓道を愛し、そして人と人との「えにしと絆」をこの上なく大切にされました。また、文武両道と感
謝の気持ちを忘れてはならないと口癖のように説かれ、それを実践してこられました。 

本当にお酒が好きでした。どうか天国でうまい酒を存分飲んでください。 

あれを思いこれを思い 思い出は尽きません。心して 心ならずではありますが、これまでに賜りましたご厚誼
に対しひたすら深く感謝申し上げます。  
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山本先生を偲ぶ会 

弓道部OB一同 

昨年４月、病気療養中の山本洋治先生がご逝去されました。 

偲ぶ会をご遺族の奥様、ご息女のもと、シェラトン都ホテル大阪にて本学院の木村理事長、南坊城副理事長、

近畿、大阪高体連の先生方の参列を仰ぎ、教え子が集い百十数名が参列して頂きました。 

先生は、弓道部を再興され全国に浪速高校を強豪校に連なる地位迄ご指導され、大学へ進学し大学弓界でも活

躍する多くの選手や指導者『弓道人』を育てられました。 

会場では、黙祷の後木村理事長にご挨

拶を賜り、全国私学高等学校弓道連盟

の会長足立先生、國學院大學弓友会会

長氏代読として南坊城副理事長、弓道

部卒業生を代表して、弓道部１２期生

で現在岡山大学上席副学長、加賀勝氏

の代読として同期の前田隆史氏、御弔

辞頂き、現役弓道部を代表して巻藁射

礼を行い、多くの卒業や高体連関係の

多くの先生方から献花が続き、先輩や

後輩が在りし日の山本先生の話が尽き

ること無くあっと云う間に三時間の閉

式の時を迎えて、滞りなく終えること

が出来ました。 

合掌 

山本洋治先生を偲ぶ清心弓道大会を開催 

弓道部１２期生 加賀 勝(岡山大学 上席副学長) 

 弓道部を半世紀にわたり指導された山本洋治先生が昨年４月に逝去されました（享年83歳）。病床にあって

も、高校生をはじめとした後進の指導に気を留めていらっしゃいました。 

本年３月29日と30日に、山本先生の功績を偲ぶとともにご遺志である後進指導を目的として、弓道部卒業生が

中心となって「清心弓道大会」を開催しました。同大会には大阪府高体連弓道専門部の協力に加えて、大阪天

満宮の後援をいただきました。大会名は大阪天満宮の寺井宮司様に名づけをお願いし、菅原道真公の和歌 

「海ならずたたえる水の底までも清き心は月ぞ照らさむ」 

にちなむ大会名としました。 

29日は合同練習会、30日は予選と決勝トー

ナメント試合を行い、府内全域から高校生

４００名が参加し盛会となりました。高校

生が共に弓道の学びを深め、切磋琢磨する

機会となり、参加者には弓道を通して高校

生を導いた山本先生のご功績が紹介されま

した。 
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合祀祭 

合祀祭は学院神社本殿横に鎮座する祖霊殿において、昭和38年の第1回合祀祭から毎年執り行われてきました。祖霊殿は創立40

周年記念事業として学院神社の神域に祖霊社（当時）として創建され、創立以来の学校関係者、教職員、卒業生並びに在校生

にして不幸にも物故された方々の御霊を合祀しております。そして、感謝と慰霊の誠を日々捧げています。令和4年度の合祀祭

が4月6日（水）午後7時より厳かに執り行われ、3柱が合祀されたことにより、1273柱の御霊が祀られることとなりました。 

 卒業生の皆様におかれましては、ご自身に不幸が訪れた時には、浪速学院にご一報頂ける様にご家族の方に申し渡しておい

て下さい。また、本学院同窓の友人にご不幸があった時などにご一報いただければ、ご家族のご了解を持って祖霊殿に合祀さ

せていただきますので、ご協力をお願い致します。その折にはご遺族の方には合祀祭の案内をさせていただき、ご参列頂ける

ことになります。 ※合祀とは、物故された方の御霊をひとつの神社に祀ること。 
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元プロ野球選手  
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浪速高等学校 

軟式野球部 

OB有志一同  
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石田圭祐 

株式会社e-go  

〒5920013 

大阪府高石市取石2丁目13番32号 

矢口浩二(新高43) 

株式会社関西SCシステム 

〒557-0042 

大阪市西成区岸里東2-14-1-3F 

濱田雅嘉(新高42) 

HAMADA 

〒594-0023 

大阪府和泉市伯太町4-1-1 

森並隆悦(新高43) 

新世界串かつ盛隆軒 

〒556-0002 

大阪市浪速区恵美須東2-7 

米村淳(新高41) 

有限会社米商 

〒551-0023 

大阪市大正区鶴町3-19-27 

金田博充(新高41) 村上亮介(新高51) 

株式会社ラストステージ 

〒545-0002 

大阪市阿倍野区天王寺町南2-23-16 

的場智史(新高50) 

株式会社エイチイー  

〒537-0021 

大阪市東成区東中本3-22-2 

杉本太平 

 

〒594-0071 

和泉市府中町5-7-8 

村川和広 

うお健 

〒594-0072 

和泉市井ノ口町3-33-6 

http://www.uoken.jp/uoken/ 

加藤昌志 

和牛ホルモン 三五八 

〒132-0025 

東京都江戸川区松江1丁目16-25 

上本敦史 

Total事務 

〒636-0341 

奈良県磯城郡田原本町薬王寺344-6 

https://total-jimu.com/ 

新高45 硬式野球部 

新高45 硬式野球部 

http://www.uoken.jp/uoken/
https://total-jimu.com/


2023年 2月10日  浪速学院同窓会会報第54号(36)  

 


